











せたが生検では Group 3 tubulo-villous adenoma, high
 
gradeであった. 乳癌腫瘍マーカーのNCC-ST-439は


















疫染色にて CK7 (＋), CK20 (－), CEA (＋), TTF-1
(－), GCDFP-15 (＋), ER (－),プロゲステロンレセプ
ター (PgR) (－)であり,病理組織学的診断は Recurrent
 
breast carcinoma, invasive ductal carcinoma (papil-
lotubular carcinoma)であった.横行結腸腫瘍は免疫染色
にて CK7 (－), CK20 (＋), CEA (＋), TTF-1 (－),
GCDFP-15(－),ER (－),PgR (－)であり,病理組織学















古谷 健介，新井 洋佑，石原 眞吾
飯塚 圭介，土岐 譲，上野 裕之
鏑木 大輔，廣川 朋之，増尾 貴成
市川 武，押本 浩一，荒井 泰道
（伊勢崎市民病院 内科）
【症 例】 76歳,男性 【主 訴】 発熱,背部痛 【既往
歴】 自己免疫性膵炎にて PSL 5 mg内服中 【現病歴】






























東 陽子，藤井 孝明，山口 悟
堤 荘一，浅尾 高行，桑野 博行
（群馬大院・医・病態総合外科学）
悪性黒色腫は広範な転移をきたす悪性度の高い疾患で
ある.今回小腸転移により腸閉塞をきたし,手術を施行
した 2例を経験したので文献的考察を加え報告する.
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